









































den bas 」果たす「フランス型の道」 〈革命的な道〉と、
「上から
von oben 」の改革による「プロシヤ型の道」 〈 「妥協」の保
守的な道〉を設定、 日本の場合は、 明確に後者の「プロシヤ型の道」をたどらざるを得ないと論ずるが、 「明治維新」の基本的な歴史的性格 把握するうえで、きわめて重要な研究視角と思考される。　
たしかに榎本武揚が目指した「蝦夷地共和国」も、近代化路線の







れは、軍艦引き渡しを拒絶し、旧幕府海軍を率いて北上、北海道の函館五稜郭に拠って、 「蝦夷地共和国」論を提起したことは まさしく北海道に民主的な「共和国」政府の樹立 目指 わけで、大に着目したいところだが、この点、黒田清隆の介入 まつまでもなく、 「近代化」路線の帰趨から判断して、 榎本の説く「蝦夷地共和国」論自体は結局成り立たないとみなければならない。
（平成二十五年一月二十七日受理）
　　
陸軍当局は、戒厳令を敷いたが、収拾策をもたず、海軍・政財界
